
選挙年月 定数 選挙区

平成１６年２月選挙 ２６人 ４選挙区

平成２０年２月選挙 １７人 ４選挙区

平成２４年２月選挙 １７人 １選挙区

平成２８年２月選挙 １４人 １選挙区

令和 ２年２月選挙 １４人 １選挙区

議員定数等市民アンケート調査結果

■はじめに
平成１６年２月の市政発足当時の議員定数は２６人でありましたが、定数見直しの議論がなされ、平成２０年選挙から１７人へ、平成２８年選挙か

らは１４人へ見直し議会活動を展開してまいりました。しかしながら、令和２年選挙では定数割れの１３人という状況となり、議員のなり手不足が初
めてあらわれた結果となりました。このような状況を踏まえ、今後の飛騨市にとってふさわしい議員定数や報酬等のあり方を検討するため、市民の皆
様にアンケート調査を実施しました。この度、アンケート調査結果をまとめましたので公表させていただきます、調査に際し、多くの皆様にご協力賜
りましたことを感謝申し上げます。

令和４年２月１日 飛騨市議会議長 澤 史朗

○対象者 １８歳以上の年代別に無作為抽出した2,000人
※内訳（人口に応じて）
古川町1,192人、河合町76人、宮川町55人、神岡町677人

○期 間 １０月５日～１０月２０日

○回答方法 郵送又はＷＥＢ

○回答率 ５６．８５％（小数点第３位を四捨五入）
※回答者数1,133人／発送数1,993人 ７人は宛先不明で返送

問１.あなたの居住地を教えてください。

・古川町 ・河合町 ・宮川町 ・神岡町

問２.あなたの年代を教えてください。

・１０代 ・２０代 ・３０代 ・４０代 ・５０代 ・６０代・７０代 ・８０代以上

問３.あなたの職業等を教えてください。

・学生 ・自営業 ・会社員 ・公務員 ・無職

問４.飛騨市議会の議員定数は１４人（任期は４年）です。この定数について該当する項目を１つ選択し、
少ない又は多いと思う場合は必要と思われる人数も記入してください。

・適当 ・少ない（ 人） ・多い（ 人）

問５.議会議員の報酬は、月額２７万で期末手当（ボーナス相当）は４．４カ月分で年収にすると約４６０
万円です。この報酬について該当する項目を１つ選択してください。
※報酬とは別に申請に基づき政務活動費（議員の調査研究等の活動に必要な経費）が年間12万円まで
支給されます

・適当 ・少ない ・多い

問６.令和２年市議会議員選挙において定数割れ（14人に対して13人）した原因について、適当と思われる
原因を２つまで選択してください。

・市議会に関心がないから ・役割（必要性）がよくわからないから
・選挙に出馬するためにはお金がかかるから ・地区で応援してもらえないから
・仕事をしながら議員はできないと思っているから ・報酬が安いから
・その他（ ）

問７.市議会議員選挙は１つの選挙区ですが、４つ（古川町、河合町、宮川町、神岡町）の選挙区で選挙を
した方がいいと思いますか。いずれか１つを選択してください。

・現在のままの１選挙区 ・４つの選挙区に見直して選挙

問８．あなたが市議会又は市議会議員に対して期待することについて、適当と思われる項目を２つまで選択
してください。

・市民と情報を共有し市民の意見を市政に反映させること
・市が執行する政策や事業を監視・評価すること
・市民の多様な意見等を考慮した政策立案に努めること
・条例や予算等の議決事項を決定する機関として責任を果たすこと
・市民に開かれたわかりやすい議会運営を行うこと
・その他（ ）

問９.その他（ご意見等がございましたら自由に記載してください。）

○アンケートの内容
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○これまでの定数と選挙区の変遷



議員定数等市民アンケート調査結果

■①．回答者の状況について

古川町. 685人. 60%

河合町. 44人. 4%

宮川町. 

46人. 

4%

神岡町. 

348人. 

31%

未回答. 10人. 1%

回答者の状況についてグラフ１ 【グラフ１】
町別では、古川町が６８５人
（６０％）、河合町が４４人
（４％）、宮川町が４６人
（４％）、神岡町が３４８人
（３１％）の合計１，１３３人
が回答しました。

【グラフ２】
職業別では、無職４９２人（４
４％）が最も多く、２番目に会
社員４２３人（３７％）、３番
目に自営業１２９人（１１％）
が回答しました。

学生. 19人. 2%

自営業. 129人. 11%

会社員. 

423人. 

37%

公務員. 50人. 4%

無職. 492人. 44%

未回答. 20人. 2%

回答者の状況について（職業別）グラフ２

2人

8人

9人

7人

37人

33人

27人

14人

10人

1人

1人

1人

21人

91人

110人

104人

63人

30人

2人

6人

14人

18人

8人

4人

182人

190人

89人

15人

5人

8人

3人

1人

2人

6人

6人

4人

1人

0人 20人 40人 60人 80人 100人 120人 140人 160人 180人 200人 220人 240人 260人

未回答

80代以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

回答者の状況について（年代別の職業別）

学生 自営業 会社員 公務員 無職 未回答

【グラフ３】
年代別では、
７０代が最も多く２５４人（２２．４％）、
２番目に６０代２２５人（１９．９％）、
３番目に８０代以降１９２人（１６．９％）
の回答でした。

※抽出数
１０代（３８人）、２０代（１５０人）、
３０代（１８２人）、４０代（２７８人）、
５０代（２９２人）、６０代（３１７人）、
７０代（３８５人）、
８０代以上（３５８人）

グラフ３
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6人

14人

3人 3人 3人

7人

0

5

10

15

15人 16人 17人 18人 20人 未回答

少ないと思うと回答した人が適当と思う定数

1人 6人
11人 3人

121人

12人

141人

30人 23人

0

20

40

60

80

100

120

140

5人 7人 8人 9人 10人 11人 12人 13人 未回答

多いと思うと回答した人が適当と思う定数

適当だと思う. 721人. 64%

少ないと思う. 36人. 3%

多いと思う. 348人. 31%

未回答. 28人. 2%

議員定数について

議員定数等市民アンケート調査結果

■➁．議員定数について

グラフ４

【グラフ４】
議員定数に対して、「適当だと思う」が ７２１人（６４％）、「少な
いと思う」が３６人（３％）と回答し、全体として７５７人
（６７％）が現状以上が適当であると回答しました。また、３４８人
（３１％）が「多いと思う」と回答しました。

【グラフ５】【グラフ６】
「少ないと思う」と回答された方のうち１６人（２人増）が適当とい
う回答が、最も多くありました。また、「多いと思う」と回答された
方のうち１２人（２人減）が適当という回答が、最も多くありました。

グラフ６

グラフ５

問４
飛騨市議会の議員定数は１４人（任期は４年）です。この定数について該当する項目を１つ選択し、少ない又は多いと思う場合は必要と思われる
人数も記入してください。
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9人 36人

58人
88人 108人

135人 161人 124人

2人

3人 9人

28人
50人 53人

75人
81人

49人

1人
2人 4人 4人 4人 9人

12人

1人 1人 5人 11人
3人 7人

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 未回答

議員定数について（年代別）

適当だと思う 多いと思う 少ないと思う 未回答

15人

69人

282人

27人

313人

15人

4人

52人

127人

23人 139人

3人

5人
7人 24人

3人 7人 16人
2人

0%

20%

40%

60%

80%

100%

学生 自営業 会社員 公務員 無職 未回答

議員定数について（職種別）

適当だと思う 多いと思う 少ないと思う 未回答

議員定数等市民アンケート調査結果

■➁．議員定数について

グラフ７

【グラフ７】
年代別では、全ての年代の６０％以上が「適当だと思う」と回答しまし
た。

グラフ８

問４
飛騨市議会の議員定数は１４人（任期は４年）です。この定数について該当する項目を１つ選択し、少ない又は多いと思う場合は必要と思われる人
数も記入してください。
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【グラフ８】
職業別では、学生、会社員、無職の６０％以上が「適当だと思う」と
回答しました。



6人 24人
57人

61人 87人 129人 145人 96人

2人
2人 6人

12人

37人 28人 26人 30人
31人

4人 16人
20人

43人 51人 63人 73人 60人

2人 4人 7人 6人 5人

0%

20%

40%

60%

80%

100%

議員報酬について（年代別）

適当だと思う 少ないと思う 多いと思う 未回答

適当だと思う. 607人. 54%

少ないと思う. 172人. 

15%

多いと思う. 330人. 

29%

未回答. 24人. 2%

議員報酬について

10人

269人

26人

215人

74人

13人

1人

67人

11人

73人

19人

1人

7人

143人

13人

127人

35人

5人

2人

13人

8人

1人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未回答

無職

公務員

会社員

自営業

学生

議員報酬について（職業別）

適当だと思う 少ないと思う 多いと思う 未回答

議員定数等市民アンケート調査結果

■③．議員報酬について

グラフ９

【グラフ９】
「適当だと思う」が ６０７人（５４％）、「少ないと思う」 が１７２人
（１５％）で、合計７７９人（６９％）が現状以上が適当だという回答で
した。また、３３０人（２９％）が「多いと思う」と回答しました。

グラフ11

問５
議会議員の報酬は、月額２７万で期末手当（ボーナス相当）は４．４カ月分で年収にすると約４６０万円です。この報酬について該当する項目を１つ選択
してください。

【グラフ11】
職業別の議員報酬に対する回答は、全ての職種の５０％以上が「適当だと
思う」という回答でした。また、自営業の３５人（２７％）、会社員の１
２７人（３０％）、無職の１４３人（２９％）が「多いと思う」という回
答でした。

グラフ10

【グラフ10】
年代別では、１０代と２０代では「多いと思う」という割合が多く、３０
代では「適当だと思う」という割合が最も多くなりました。また、４０代
では「少ないと思う」という割合が最も多く、５０代以上では年代間で大
きな差はなく同じような割合でした。
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市議会に関心がないから

501件.22％

役割（必要性）

がよくわからないか

ら

363件.16%

選挙に出馬するためにはお金がかかるから

237件.11%

地区で応援してもらえないから

211件.9%

仕事をしながら議員はできな

いと思っているから

431件.19%

報酬が安いから

128件.6%

その他 69件.3%

未回答

325件.14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定数割れした原因

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 未回答

定数割れした原因（年代別）

市議会に関心がないから

役割（必要性）がよくわからない

から
選挙に出馬するためにはお金がか

かるから
地区で応援してもらえないから

仕事をしながら議員はできないと

思っているから
報酬が安いから

その他

未回答

議員定数等市民アンケート調査結果

■④．定数割れした原因について

【グラフ12】
最も多い回答は「市議会に関心がな
いから」 が５０１件（２２％）、
２番目に「仕事をしながら議員はで
きないと思うから」が ４３１件（１
９％）、３番目に「役割（必要性）
がよくわからないから」が ３６３件
（１６％）、４番目に「選挙に出馬
するためにはお金がかかるから」が
２３７件（１１％）という回答でし
た。

問６ 令和２年市議会議員選挙において定数割れ（１４人に対して１３人）した原因について、適当と思われる原因を２つまで選択してください。

グラフ12

【グラフ13】
年代別にみると、１０代・２０代で
は「市議会に関心がないから」とい
う割合が多く、４０代以降になると
「役割（必要性）がよくわからない
から」という割合が減少し、「地区
で応援してもらえないから」という
割合が増加しています。
４０代では他の年代と比較して「報
酬が安いから」という回答の割合が、
多くありました。

グラフ13
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定数割れした原因（町別）
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宮川町（年代別）
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神岡町（年代別）

議員定数等市民アンケート調査結果

■④．定数割れした原因について

【グラフ14】
町別の特徴として、古川町では、２０、３０代で「市議会に関心がないから」「役割（必要性）がよくわからないから」と４０代で「報酬が安いから」。
河合町では、３０代の「選挙に出馬するためにはお金がかかるから」と４０代の「仕事をしながら議員はできないと思っているから」。宮川町では、２０、
３０代で「報酬が安いから」と５０代の「仕事をしながら議員はできないと思うから」。神岡町では、２０代で「役割（必要性）がよくわからないから」と
６０代で「仕事をしながら議員はできないと思うから」という回答の割合が多くありました。

問６ 令和２年市議会議員選挙において定数割れ（１４人に対して１３人）した原因について、適当と思われる原因を２つまで選択してください。

定数割れの原因のその他回答の主な意見として、人材が不足しているから（４件）、定数が多いから（３件）、落選するのは惨めだから（２件）、議員に魅
力がないから（３件）という回答がありました。

■④－２．定数割れした原因のその他の回答について

グラフ14
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447人

23人

24人

203人

8人

230人

21人

22人

137人

1人

8人

8人

1人

古川町

河合町

宮川町

神岡町

未回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

選挙区について（町別）

現在のままの１選挙区 ４つの選挙区に見直して選挙 未回答

現在のままの１選挙区.

705人. 62%

４つの選挙区に見直して選挙. 

411人. 36%

未回答. 17人. 2%

選挙区について

議員定数等市民アンケート調査結果

■⑤．選挙区について

グラフ15

【グラフ15】
全体的には、７０５人（６２％）が「現状のままの１選挙区」と回答し、
４１１人（３６％）が「４つの選挙区に見直して選挙」と回答しました。

問７
市議会議員選挙は１つの選挙区ですが、４つ（古川町、河合町、宮川町、神岡町）の選挙区で選挙をした方がいいと思いますか。いずれか１つを選択して
ください。

グラフ16

【グラフ16】
町別では、４町とも５０％以上が「現状のままの１選挙区」と回答し、河
合町と宮川町では、５０％弱が「４つの選挙区に見直して選挙」と回答し
ました。

8



13人
81人

253人
32人 313人 13人

6人
48人
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17人 169人

5人

4人 1人 10人

2人
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20%

40%

60%

80%

100%

学生 自営業 会社員 公務員 無職 未回答

選挙区について（職業別）

現在のままの１選挙区 ４つの選挙区に見直して選挙 未回答

8人
29人

62人
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95人
140人 151人

127人

2人

4人
17人

27人
50人

73人
82人

97人
61人

2人 2人 3人 6人 4人

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 未回答

選挙区について（年代別）

現在のままの１選挙区 ４つの選挙区に見直して選挙 未回答

議員定数等市民アンケート調査結果

■⑤．選挙区について

グラフ17

【グラフ17、18】
年代別と職業別の回答では、どちらも５０％以上が「現状のままの１選挙区」と回答しました。

問７
市議会議員選挙は１つの選挙区ですが、４つ（古川町、河合町、宮川町、神岡町）の選挙区で選挙をした方がいいと思いますか。いずれか１つを選択して
ください。

グラフ18
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市民と情報を共有し市民の意見を市政に反映さ

せること. 789件. 35%

市が執行する政策や事業を監視・評価すること. 

257件. 11%

市民の多様な意見等を考慮した政策立案に努

めること. 482件. 21%

条例や予算等の議決事項を決定する機関とし

て責任を果たすこと. 219件. 10%

市民に開かれたわかりやすい議会運営を行う

こと. 332件. 15%

その他. 25件. 1%

未回答. 161件. 7%

市議会（議員）に対して期待すること

議員定数等市民アンケート調査結果

■⑥．市議会（議員）に対して期待することについて

グラフ19

【グラフ19】
期待することとして「市民と情報を共有し市民の意見を反映させること」が最も多く７８９件（３５％）、２番目に「市民の多様な意見等を考慮した
政策立案に努めること」が４８２件（２１％）、３番目に「市民に開かれたわかりやすい議会運営を行うこと」が３３２件（１５％）という回答でし
た。

問８ あなたが市議会又は市議会議員に対して期待することについて、適当と思われる項目を２つまで選択してください。
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0%

20%

40%

60%

80%

100%

学生 自営業 会社員 公務員 無職 未回答

市議会（議員）に対して期待すること（職業別）

市民と情報を共有し

市民の意見を市政に

反映させること

市が執行する政策や

事業を監視・評価する

こと

市民の多様な意見等

を考慮した政策立案

に努めること

条例や予算等の議決

事項を決定する機関

として責任を果たすこと

市民に開かれたわかり

やすい議会運営を行う

こと

その他

未回答0%

20%

40%

60%

80%

100%

市議会（議員）に対して期待すること（年代別）

市民と情報を共有し

市民の意見を市政に

反映させること

市が執行する政策や

事業を監視・評価する

こと

市民の多様な意見等

を考慮した政策立案に

努めること

条例や予算等の議決

事項を決定する機関と

して責任を果たすこと

市民に開かれたわかり

やすい議会運営を行う

こと

その他

未回答

議員定数等市民アンケート調査結果

■⑥．市議会（議員）に対して期待することについて

【グラフ20、21】
年代別、職業別にみても「市民と情報を共有し市民の意見を市政に反映させること」が最も多い回答の割合でした。

問８ あなたが市議会又は市議会議員に対して期待することについて、適当と思われる項目を２つまで選択してください。

■⑥－２．市議会（議員）に対して期待することのその他の回答について

その他の回答の主な意見としては、議員の政策能力を向上させて欲しい（７件）、議会の情報を市民にもっと伝えてほしい（５件）がありました。

グラフ20 グラフ21
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議員定数等市民アンケート調査結果

■⑦．その他の意見について

問９ その他（ご意見等がございましたら自由に記載してください。）

■議員定数等特別委員会の活動実績及び今後の取組みについて

○委員会メンバー
（委員長）井端浩二、（副委員長）野村勝憲、
（委 員）葛谷寛德、籠山恵美子、德島純次、

上ケ吹豊孝、水上雅廣
項 目 件数

議員活動への意見や見直し要望 １１３件

定数・報酬に対する意見や見直し要望 ６９件

市政へ反映して欲しい意見や要望 ３６件

議員のなり手不足への意見 ２８件

議会の情報が不足している意見 ２４件

選挙区に対する意見や見直し要望 １４件

対象外 ７件

合 計 ２９１件

○活動実績

開催日 会議名 主な内容

３月１９日 第１回委員会 役員選出、今後の進め方他

４月２２日 第２回委員会 議員定数等について（今後の進め方）

５月３１日 第３回委員会 議員定数等について（全国・県内の状況）

６月２８日 第４回委員会 アンケートの内容について

７月２８日 第５回委員会 アンケートの内容、対象者について

９月３０日 第６回委員会 アンケート調査発送準備

１０月 ５日
～２０日

アンケート調査期間

１１月１１日 第７回委員会 アンケート調査集計結果の取りまとめ

１２月 ９日 第８回委員会 集計結果の分析と公表資料の協議検討

１２月２２日 第９回委員会 集計結果の分析と委員会外委員への説明

○今後の取組み
今回のアンケート調査結果を参考としながら、議員定数・報酬に

ついて更に検討を進めていきます。
また、問６『定数割れした原因』と問８『市議会（議員）に対し

て期待すること』について、多くの皆様から大変貴重なご意見をい
ただきました。
この意見を基に、議会活動を見直す方針や具体的な方法を検討し、

市民の皆様へお知らせいたします。
今後も、市議会に対しましてご意見ご要望を賜りますようお願い

申し上げます。

△委員による封筒詰め作業
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